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総務省 
地域力創造審議官  
馬場 竹次郎 

 
皆さんこんにちは。総務省地域力創造審議官の馬場竹次郎です。全国市町村長サミットの

開催にあたり、主催者である総務省を代表して一言申し上げます。 
はじめに、本年 7 月豪雨による静岡県熱海市で

の伊豆山土砂災害、また８月豪雨により九州・北
陸・中国地方をはじめとする全国各地で甚大な被
害が発生しました。亡くなられた方々の御冥福を
お祈り申し上げるとともに、被災された方々に心
よりお見舞い申し上げます。また、新型コロナウ
イルス感染症により亡くなられた方々や御家族の方々にお見舞いを申し上げるとともに、
闘病されている方々にお見舞い申し上げます。また、医療・介護の現場をはじめ、厳しい状
況の中、御尽力・御協力いただいている全ての方々に御礼を申し上げます。 
新型コロナウイルス感染症対策について、全国の自治体でワクチン接種をはじめ、感染拡

大防止対策や地域の経済・雇用対策等に懸命に取り組んでいただいています。ワクチン接種
については、全国において約 77％の方が 1回目の接種を、約 71％の方が 2回目の接種を終
えていると承知しています。皆様の御努力によるものと心より感謝申し上げます。今後 3回
目の接種も早ければ 12 月にも開始することが想定されています。 
総務省ではこれまでに「新型コロナウイルス感染症対策等地方支援本部」を立ち上げ、全

国の自治体の皆様に国の最新情報をお届けするとともに、取組状況や課題等を丁寧に聞き
取り、関係府省にフィードバックすることで、皆様の取組を後押ししてまいりました。今後
とも皆様方の声をよく傾聴し、後押ししていきたいと考えています。引き続きの御理解と御
協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
 今年は東京オリンピック・パラリンピックが開催され、聖火が日本各地を駆け巡りました。
残念ながら新型コロナウイルス感染症拡大回避の観点から制限が課された中での実施を余
儀なくされた地域もありましたが、機運の情勢に大きく寄与しました。各地での陣頭指揮に
市町村長の皆様には感謝と敬意を申し上げます。 
さて、本日は御多忙の中、多くの市町村長の皆様はじめ多数の関係者の皆様に御参加をい

ただきまして厚く御礼を申し上げます。あわせて、内堀知事をはじめ協賛いただく福島県の
皆様には、新型コロナウイルス感染症対応など御多忙を極める中で多大な御尽力・御協力を
賜り誠にありがとうございます。 
本サミットは、人口減少・少子高齢化社会の到来や地域間格差の拡大、自然災害の激甚化、



コミュニティの脆弱化などの複雑かつ困難な課題に加
え、昨年来のコロナ禍という厳しい環境に日々対峙し
ながら、地域活性化に積極的に取り組む市町村長の皆
様が一堂に会して、情報共有・意見交換を行うことを通
じて、地域活性化の一層の進展・普及を図ることを目的
として開催するものです。 
総務省では地域おこし協力隊制度の充実や地域プロ

ジェクトマネージャー制度の創設、地域資源を活用し
地域の雇用創出を図るローカル 10,000プロジェクトの
推進、テレワークの普及やサテライトオフィス環境の整備、二地域居住の推進など、地方へ
の人の流れの創出や地域経済の活性化に取り組んでいます。また、近年の自然災害の多様
化・激甚化・頻発化を踏まえ、国民の生命と財産を守る防災・減災対策に取り組むとともに、
被災地自治体の財政支援、職員の応援派遣などに取り組んでいます。今後も地方自治体に寄
り添う総務省として努力をしてまいりますので、皆様におかれましては、引き続き総務省の
政策に御理解・御協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 
 さて、本日は「近未来の食料・農業と地域社会：新潮流と変わらぬ本質」をテーマとし、
福島大学の生源寺眞一教授に基調講演いただきます。基調講演の後は地方創生の課題に則
して、「復興から創生へ」、「地域経済循環をつくる」、「関係人口のつくり方」をテーマに意
見交換をしていただく場として、３つの分科会を設けています。各分科会につきましては、
それぞれのテーマに非常に高い見識をお持ちの先生方にコーディネーターをお願いしてい
ますので、本日お集まりいただいた市町村長の皆様には積極的に議論を交わしていただき
たいと思います。本日の講演・分科会が皆様方の地域づくりの一助となることを期待してい
ます。 
最後に、本来であれば全国の市町村長の皆様に福島県に御来県いただき東日本大震災と

いう前例のない困難な状況の中でも力強く復興・創生の道を歩む「福島の今」を直接見て・
聞いて・感じていただきたいと考えていました。しかしながら、福島県とも協議を重ね、参
加者の安心安全を最優先するという観点から大変残念ですが、オンラインでの開催とさせ
ていただきました。ただし、「オンラインといえども限りなく現地・対面に近い形で」とい
うことを模索させていただきました。本サミットの特設サイトでは「福島の復興の今」を紹
介するコンテンツを掲載させていただいています。是非お時間があるときに御覧いただき、
復興の現状を感じていただきたく存じます。 
結びに、本日の全国市町村長サミットを契機として、市町村長の皆様を先頭にそれぞれの

地域の特徴を活かした取組がより一層推進されることを祈念しまして、私からの御挨拶と
させていただきます。どうぞ本日はよろしくお願い申し上げます。 


